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4）薩ヂ導雰　蓮、ll二1響と1嘱き才し／こ舞鷺頭糞オつれ　　．．縛勿疏）ll ！こ餐戎）1ざ㌧・び／翼1ノ碁ぴ）、轡、プ」彗舞馳ll藍1〆鋒1、ソ議襲茅篭自『J　！了坑£オフ才／，

Tご碍・るゆ．磐繍講∫グ）　鰐縛、二、、むる㌧・鋭）㌧・考〉鍔 1脚き、1．蓉窃．y・鷺多敦アイーノレド伊．）ダ㌧ヂフ㍗グラムを跨瓢つノニ！り拳　〔、駕癖一

締麟獣s磯漁）鷺の成辻の1難継’論／、二磯河態挫をβ『撫婿数）p

　　　裟糞㌻タ　1　論1勺7汝欝1箏惹菰髪　患　　　、1，ここ舞つ剛ぐノ　　ンれ、ン類韓fね甕らな葱・箒　ぐ壕暴壌ぴ繊欝ζ醇IJEが1衰こと1

吟て 醤に唱なるも㊤で1よない農そのような地質燦綴1稽》超1球化彗1牽は，躍が，鎗『は，旗麟は多く

な漉　ぬ凋れ，ども，いまはその数も．凝えている難、赴い織来，ぽ　　　’1　　　熱力・鐸、黍

研箏厳そ一の糞鉱融ll羅イヒ馨舞矯理鍮／こよる1締ダ鷲ゑ葦さ1参議、、、二元院撫こと葺よ　聾・も力嚢レ＼猷・二’　騨響墾る鶯

　壕欠／二　葦1嚢臨羅隻窪）㌧・1鄭レ・著きダ）ヌ愚拳、戴こ建ざ轄㍉驚　　醗ぴ）辱、飛歪灘，を議べぐ諾詠，妻、＝う“

火戒作，縮

鷺慮甑欝い◎ノ纏化噺　　1，火成1そ浮｝纂．v騨ご、よご灘ヌ、隷た．諭一

纐響蝋灘1顛9の鑓駅犠ま麟ぐ魁ん1瞬蹴1，寒き）・ミ結晶分化！乍用の糠懇は，．N．至．，．冤3〔鞭笠篭に

、レ）て！．惣年《たてら露・「1，た。里i慧　1・1、潔の騰　ミド．叉．y．L戯簾騨畷ぜ磁驚σ．！擁．（、））に，柔つて

　鋤xれた費マグマの成分に近㌧・、灘糠鞭／ぜ）／嬬夏ξ竃tl（燃翻鵬1〆／／璽，・鯛／煙）趣ノ．）につい

て筆1〉．／）．（．魂（蜘v梅唯／・こ〔し．て1験灼◎幾 投ノこ像！〆ズし、，！、一、ひ群…獅乱鶴幌）は，．磨

煮，1靭イ1に鵜麟、i撒が大勤毒役，凡捲はたし〆たと麟）ら翻蓑い弗うノ、成1のいろいろ‘リタイプ

釧匪重，畿響、乏癒（灘に轟ゲ研緊成麟／，，考感蟹レヨ’した糊壌二なぐ～㌧，移ll馳1．瀬が、溝1鷲）

の費　岱無鞭麟｝繕）／欝踏が瀞iげる、よ’泌，いろいろ（・響羅P㌘ヲス、菟，～ざ！二恥く冷鋪叫ず

る、嫡轡給》その灘掌が駅行｝tlミわ才1／へ　，編麟撫鱒駕支が、辱／七なゲ探貧ジ擁勤》ている

・1薫 一（二雛3）



鞄質調灘桝薄報（塵肇搬4巻第捻・辱う

1禽験は，他のことから簡単に説1難聴る。本当は9罫撚熟飴認翼鰍9重獺癒灘就羅i瀬瞭が大

きな意義をもやている夢）である．すなわち，マグで潔りの下齢部分に，重力によって璽いもの

がだんだバ．に多くなる。A』碁．難義v鍵鮎繊！壷は，火11、ゆ犠kの噸／、蒙を例にうそのテ化の愚義を

溢三趨糞した爵

　鍛近肇で，マグマの結晶作瑠／よd〈）総（捻y蹴撒の過程とみなされていた（揮発成分の放敵，

糸；熱の沈降，残りのマグマのしぼり繊され．，またはw議即（）磁sとのを鵬i憩il繍ぐ識など窪）」能

1三を考えなかった）ゆ　しかし，その．錠う鶏、観、、、、ではwξ濯顯c捻がその成分を変粋えて，花趨岩

（または他の岩石）に交代されてゆく花1、蟻、、甦、化作用を説醐するこ，，とができない箒

　この驚1）！a総灘蹴（ある鉱物が他ヂ）法物によっておきかえられ．る）は交代作瑠と似ていて，

ある成分州翻瀧ある成分の添加を檸なう鵜あらゆるll繍薦は呈瞭麟驚一撚9雛彰癒醸離1で

あるという善．糖杓な考え方に対して，交代親，とくに地穀中のイオンの拡散を考産える蒐解があ

る（㌦凱鵬ぞ（｝m蜜t”）。

　物理化学的観点からは，この仮、鑓はぐあいが悪いΦたとえば，その鋭、物組成が一・定で，実験

的難えシ、敢、，た綴捷鷺t無な成テに近い，とい穿こと、　鯛するこ（とができない藩

　諮．丁鞍瓢i礁♂）仮説ははなはだ興瞭深いゆ彼は活動的な呂（蹴醸勲の一、き二響によって，地向斜にお

／ナる凱成作用，花繍ジ．、、冒ヒ作ノ 、蓬を，説明して秘・る　（老敏戴瓢M慮r董覆1t撒t給バ）。その　s（戴鍍童《療　は．曜、ぎ石

の桑撫戎を袈鮮数させ，　叡工艶c窓賛な花1、爆．鑑霞マグマに1どかしてし蒙つ。この書蛇は，秘講こよつて，深

部に。おいて1撚類讃εに1・じた“1：｝騰匙縛麟・漁乏饗鍛匙翫媛u獅i1樽の．参加轍よる‘ζ撚慕9鞭徹ぼ卿／か

（！磁灘灘曳t”　とレ・う　　えに発際蔑させ1三）れ六1む

　M蕪慕搬認（3r轡／叢総裏1欝魏は深いところばかりでなく，浅い澱暴v（）1撒慮£な条件でも生1二る⇔

花熱1撃賢齋乍矯力竃一・灘率多いけれども，　その捲i閃；獲籍イヒ脅三絹，　はλ，れ．㌧・岩化f乍矯，　モンゾ轟岩化｛乍

用などもあるゆただ，超 鍵1性マグマに糖至）熱磁蹟難蹴があるか，どうか，　ということは未解

決のままである．

　M騨猟癒r卿1歌鳶鷺贈鍛や　慰を鋤聡h－m鰭驚漁鱒1はi（灘　の鞭　』には，アルカリ金属の研究が・

大きな意義をもっている羅　まず，叢騨こ，でグ”舗錨謝メ瞬謂“）さいに，簸激とKが発全に

熱Ob灘　瞥C、あると、、幽う、二とが，翠、綻：、よつて嚢嚢かめ1三　した。　そ・して；磁，、，、1－欝の鉦轟勿墨欝含翌㌘には，　N縦

とKのイ1二学ポテンシ・、・ノレカ関／　動ることもわか．った誉その後夢紅、は多　マク㌦ぐの鷺職艶礁穏や

む○鷹t無な成分は，　t魏磁g掛怨購撒飢i菰s醍“t敵）n　のアルカリ痩によることを糞した、，出r《蝋塾一

寛銀慰難燃t態S（）撮t量｛職のアノレカリ離貯（そδ卸1のK〆）とN鵜〈〉の謬蹴）轄』饗㌧・ところの条件によ

鵡したがって，まつのt越緬《瓢憩融では一礎であるが，紙至）臨職鷺がち治玄5と，ちがウ

てくる。嫌獄逢慕至猟鞠購t量・s欲廟撒の深いところび）アルヵ男鷺が一定であるとい冗とから，

簗轍）轟“灘）魏におシテる遵、探／ヒ作絹によやて搬じた花嵐岩麟糸1ヨ戴1や星齋魏鵡1撒職9轍蕊sが 一・

定であることの説、謬、紡つく雛歓轍蜜翌o難がちカζい，蒔代がちがうお，これ画のものもちがっ

輸てくること！ダ）翠l　l灘蔑）甥黒禽駿｝蓄麦る。

　丁癬獄曝鷺瓢g凱＆重、i聡（謎就搬迄の流濠ぞ℃が，無獣癒騰（／、1．翼嬢まない）であることは，塩基性の嚢

石の花餐、1．掌 ．冒ヒ津用のさいに夕N畿とKこア）化学ン／一ξテンシャ．ノレが、一llニノー1続』℃旨驚嚢．ミすることかl　ill明

できる鷺このよt）な鰐紛猟因は，火成作用醒）後火成作用でも大きな意義をもっている細雛

灘〕龍　中の1　器の薯璽勤浄だ澄）る砦　すな愈ジも，　s（異蟻娠（｝黛　蠣二芝，の磁麹・鰻、蕪の／．檬）の1農葦餐が、、1二．欝・すると，

S醍礁繊／の域墓慶募．、ヒ馨騰・，あらゆる頚蕪，とくに，より活鋤的なもののα麟葺旗融鴬yをあげ

る。炭酸翼醗τ、、の花醐油暴イヒ替憲矯のさい鐙，花溺岩のザ弘ち1こそって，i皿葺閃擾楚｝などのアノレ、カリ縁

．㍊瀬が、饗、凱る。糞1性な鴨l！r（炊鷺、ヒマグマめ㌔紬竃、il融）べの鉱疑は，マグマのアル、ヵ

り壌1を㎜1二げることはで愚ない⇔翫r｛灘gl撤猟g艶乏療鷺s（）／繍1（灘の流れ，オ線透するときは，蕪薩か

向へ難鞭三鍵圭駕る嚇すなわ書、，ま螺か．），減憎鞘，交代綱，／，ミグマ錫ド槻秘れる

ぞ鞭憾窟獄穏£　蝋婆）孫（驚灘繊覚　繊）ソ“一ン象　避博駕からソく 藩む繋、ヂξあ』る⇔　ミグ顎撃タイ　トの翻．牽縫が考畷づ質なの

韓1象それカ　〉がく／概蕎〆＼移行するとき，さた1ない琴勿質を下〆＼拡散させることに：よ・》て生じるので

はなくて，t／難賑glγ齢9賑箋癒蛾痴撫がミ野ぞタイ紛鋤鋤磁緬ζ》雄擁羅 ヒ想籔咄，

42《蝕1）



審石塗的過穫1こおけ難艇難麟～的闘題夏、、1、舞。蕪

し、．，洗浄することによって生じる肇このことから（1出獄里琴1罵簾慕糠瓦漁誠し鷲i（）nが醸｝i濾総

す礎i）ので），ある場鳶には，マグマの嘘萎でさえ，不均烈生をン撒すよう1こなると考えられる。　ゲく

成岩中の小さな不均婁、碧挫は，液体マグマを逓して気灘が／むするか1三）ではないでも　う無

　この．歎うな考えのデータという顧で／譲こ，まぬ、1不充分で，今後の翼験的磯究が必要である．

M鱒麟c驚幽嚥｝繊のf纐やマグマ（ヌ）／化鍵もに，t／職ゆ一麗騨ξ三t総（顛1・黛の流零「L

も，po就嘆瓢騨灘獅sd℃療（撚ぎ）流れとうつ｛）かわり，消滅するゆしたがって，m購聯標、沁鷺忍離一

醸㍑誠とそれにひきつづく蚤）（）鰍羅乏慕膿漁な鉱床形／戎螺．ぎ／には関係があ難導詳薯，級の

床地域は，はげしい驚鼠鱒麟・・鱒熱鎗裏驚雌の行なわれた鰭域で‘1・〉⇔また，ある漸からみる

（k，瓢ξ翼撚飢無鷺欝孫韓工駕繋繍なし、に影シャープに欝ンタク1・する滋ジヘ；！譲ヌ）マッシフ1嘘鉱／蜜をも

ってこない。鉱床探査にと（）て，このよろな相互関係を研究すー訊ご』とは，大いに慧、馨、義のあるこ

とであるし塁かくべからざるこじ／もる，

　将来も，火成岩の傭難翻腿rξ聯醗臨騨）系雛ll勺な研究や，獣礁i蒙，憾繍、kな成分と，も

っとも移鋤しやすい成分，とくにN畿○，K窯○の瓢t減tyど0）関係などを研ジ賑することが必要

で誇，）喬Φそのような研究を1灘にして，撚轍烈c　rζ罵熱と蟻1義分化作用慕よっで　じた躍搾．辻

の区、劉が可能になるだろうQたとえば，灰長．石煮（アノルソ尋イト）は多くの　ぞ1罐，再によヶ

て，ノー一マルなはんれ，い羅マグマの結晶倹潟麟凋の産物、1二考鴎られている難しかし，報雛1騰、

￥の成分の酸一塩．棊．傷／蘇墨凱関係の．湾．！からは，態の成螺を営えることができる，、すなわち，ア

ノルソサイトは，マグマのアルヵ醗勤）、麟し，すなオ．あ，ア、ルが穿金属の議（，暖、1凶yの、．ヒ、矯毒ご

／肇，轍鰍id孟獄が輝石の方から長石の方へか譲・・、．るこどのために生じ，るの瓢の、誌は，アノル

ソサイトが1，～璽長轡やカー一ノヵざト，すなわち，アルヵリ麿の高いli蜘　　1『1ξ存する説とと自一 ・致し

ている。

　火成1、、、韮の生成には，まだ，多くの牽解決の間魑が〔ηこ麟1、ている蕪その 冠）撫翻蓄鎌、蛾、難．ごの

奔．姻である鶯mQI雌臆鞘屈呈cな超塩鍵齢雛嬉）／戎分に近いマグマが存議／．ずることは，物理化学的

欝1、r葱油らはー可霧滋嚢1三壕§うすレ・Q　また，　もし，そのようプよマ1グマ7蕪イ峯譲知霧甲る鉱薫、ブこら，　 壷わり3）磨｝

聴．ずに高灘の　　墾を興えるはずであるが，そ煮、がま礁たくみられない、、そ融他の一1塩纂｛惹疑の／、窯

1鶉，たとえは1，叢　灘で二作用による毛のであるとか，1材齢1犬≦灘での痴轍）雛蟹1）憾（きな滋ノでであ・

るとか，交代作用によるものであ〆とか，なども満足ゆくもので／ないゆこ二の闘題の’1観は，

丁継蹴鍛（昏厩lx）o騨・の本に，、よく述べられている軽

　癒の大きな問題は，火成作用と後火成作用との，樋魔籍ある章大きな．火成岩体では，この

ゴははっきりみわけられ、る藁すなわち，マグ曙の残19が礁驚c癒／、購華、矯．、／メ麟．ζ．でし．たり，後火成

作1三睦おこず磐穿一の、醗成、鍍孟n鞭騨膿三賦ζ鉱物鐙）反応があ、つたりする。残卿）マグマが

少ないときは，　　　ミ　作壌に〆、麟て，アノレガη度をか煮哺，　磁薮総償瞭を雛難懸も培讃照茅窪発成｝

ぴ）、濃1欝葵漕ζ才♂こ撃肇　そ顕）糸禽、！無，　醗ζ謡ξ（慧勧渉零。1 i胤ま蒸）Q爵篭くーて嚢　醸、諭鷺“雛く》　塊煮マ韓熱1．壌1マ美ジマ／裟多　アプ鍔

イト，ペグマタイト，ある穣のアラスヵの尋な“ξ駆猟i獣飴灘／擁藪ほ難9簾働貸にかわ

る“それは，磁、逸轍滋cなマグマでは期・，鵠できないよ）な，蒋蝕鉱吻をまボ＝）たく羅、ま為，葱・菊蓋質

　賀をつくる聾灘／罵1（海な残鞍）マグマは，はん才更、い墨紅いたまでの，。超鴛瞬』懸．聴φ

の方に特微的で，その成分に応じたア7》・／ト，ペグで外ギ1・をつくる藤

　ベグマタイト鐙結1、謝乍用は芽しばしば，大規模な猟齢蹴献お聴）m羅総膿を伴毒貸うのでき、『成’三

用と後火成作摺を区脳するこ．とは羅難であ惹のこφ閥題1・こ＝ついぐは，一煮毅的に1，！、、購齢れてい　

論文があるので，ここでは不必要であぎ53“

　制撫性一趨∫瑞誼）残りの鯉一燃．い㌣，1王購翻・しズた騰一鎌騨懲にザ・）いて（穣、隔は少

い。最近，その、尋なマグマの存撫について，かなll聴幌がのべられ慧いる驚償一磁鉄歴ミ

化物の生／、覧が後火成作用であるという意1
1
、
が
」
． ．ζいようで嚢集餐　N．A．鷺撫韓vとその一一l！採融観

究に、財隻、ば，饗ラ半、翻）塩基性一，綴薔墾性．、、，1鶏c耽，Pl）覇沈物が娩幻解麟／に、、1鷹轍いう

ぐ1すべき証拠があげられてい葛，

　地表に近い蜘、群瞬，給1こは，火成作用と後火，成作瑠の問の餐／嚢，深い石、好1フも，は9き

姶一（綴の



、職欝、調鍵謹所、馨 ぐ第擁　　第鴛号）

りし　い）⇔しかし、，こシ勢念に・転）かな1、フむつかしい閥題よある。たとえば，スピラ・ギトの閥

題で、1礒“ご、れ，、は，緑れ，ノ1“、聡をけ」べ盛．だ華、鎌冊蕎一瞳1，膨1． 撚い導成で，7喰ビライト化作、／ 1捷

～、贈、1二変成．1、｝嚢銃。　　鴎ゴラィト／。裁．．、線

安ll．離璽ジニ喉窪1に饗的／おご．る細ケで、書
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とし』ぐ，始生代きまたはそれ、豊．り欝い、葺揖1にも形成自縛’乏｝。アルカリ度が上欝・すると，アル

かタは、が、ラ酸縦のものから，、、い鴛→嚇の毫，のへ麗1璽蔽蹴ゼ箏贈る瀞それはs（献1《）i嵐中の重墓

の構二強・配の／　漿によ・、、嘉磐カーノガイ1・や藍雛叢；、、愚、享聖麺）間題！l。、擬の研甕テーマでごある。

　l　l越嚇のi覇鷹、に繍、，、ダくむ嬉獣がある。絶れは，し、ばしばエク欝ジャイト～ニイ率な㌧・，その

鱗石はひすレ・豪、寧‘子を“　く　欝んで碍・悉欝　その藩　　1ζを，　多くの鍵、質鉾墨　鑑は　戴慕盤　驚嬬（）1／駕　p驚鋤

繍総のゾーンとむ鳩“びつけているΦ藍閃薪揮はアノレか，覆）多い韓董．斜輝石」角閃石が払なつ

てお！、り，その典 贈勺なものは鋤鞍涙撰『曲い嬬iトベ、ソカィト（これは普遜優白鶴，驚おおい）

である。露、1閃石片岩はま瞬ll性ぴ漉、、 1〈．纏関，1など）嘘紅生じたり，越謡慰塞婁¶、㊤雛ンタク1・に

生したliける導このことは，鶏、閃触矯掘がアルカ引砲、．，誓い相である可能・雛を示すも¢）で澄

る倉アルガ1ノ獲が高いと努1，．、を慧甦擬．、タ，）中を，ノーマルなアルカ1、／度の叙或濤onが流れ、るさいにり

そぴ灘1δ）アノレ』ウリ垂　　寿（こ　、）　　穿　．蓉の　｛ゆ　ξ鷲t舞無y　を、 1二鱗させる。　蓑シ讃1精裳燭鍵）ミ躰いのア、ノレヵり

！継樋騰！は猫，芝）．馳蝋蹴戯》も強郡吾技、、ている㊤

　鷺燐賄凋のは1・ダしいゾーンでは，アルカ日，／金葦、1の添加また韓霧妻隷い醤酬蟹三が現われ、

るΦ鞘爵　・撮罫ぼ　撒難翌1養砂解覇が示すように，∫犠基督、驚り　矛噸麟1救）さい／こは，Na煮K誇

総裏頭、yが．．ヒ昇する②mれ，は，広1　成作／i紛さ斗・にも，i雛舳蝋雛ゾ）特オ緊があることを示／一

㌃ものぞ鼎もる。このi嚢凱綻額冊灘は撚救七繊ぐ澱ss劔綴、隻（》葺ゆζ㎜頚鱗紅し閥、，　曇1蕎を覧灘毛ノて芝粟．透す螺）力訴　で

ある。かくて，＄醸愛励　の成ンの瀧亙（／l麟麟c醸継置（敷憩め瀧は，饗成1醐の特徴（それ，は

1自r猟Sf（潰顧stたちのいε），ように，変成｝が拡散鵜よって　域身璽、るとい）讐えもふくめ留○遺 き
，

・…義的に解決“す憾可能性を・辱える懲のである。

交代イ乍講と壕疑爵く成イ㌻爾

　　　諏）m韓灘芝蝋1（3聯1鍵撒細や，獅ノ坤の鋳1勿触蘇二1の沈殿は，紳、蹴薦鋤1竃蔽）n4）流

れヴ懲ど響1．①る鳶流れと，そのまオリとの相互／弄麟／は，最近研究きれ始めたばか1播）ふく叙、f

っなki醗醗　の孝属！ミ則に従っている砦翼／蟹乍用や後火成作矯を　鍵獺岬るとき，い華嚢では，きわ

めて茎1、1．純化し　舞現を備いていた。

　たと索、ぱ，鷺憲醸撫魔舗｝i置壌をみてみよら。麟麟（）nの砒躍，鱒鷺，またはd齋麟ζ煎によ

り，古い鉱物が組ノい．翻　　董）／凝きれ轡，または，淑）短1膿趨身の鞘3／畿雌鞭魏が生じた

・りする。こ慧の、よう凝1鶏超）説明黛沸卿）ためには，天然ぎ）“卜険から抽と／：1した物蜘歴裕癩ljをた

蜜ト（瓢8）



聚　“1晦葦愚羅逡に建沼ずる1ξ勿灘！贋㌘寧1惣醗響縫（き、、、i、1．蹄　　沢）

てる必要があるの　燃孟n破ah灘撒離鰍sis　の解析デー一タを麟礎にして，そのような抽出をするさ

いには，轡、石と脚鷺嚇（痴勧n窮1）閥こは麟モザイヅプ要莞セたは鴛oc蕪P婁な平衡があると仮定

している瀞この／、粛．薫から，量鴛舳r醗（撒や毒餓総撒職鷺轍s（．瓢襟i訟搭（）繍壌の説が構成さ治．る難す

なわち，侃t臓敏職や轟艦編ξ勲の1導れ／こそって，驚干の驚敏編鰍黙t態灘駕嚇が生1じるわけで

ある縣ゾーンの境はシャー一プであり，峯ゾーンのフ鴛トンでは，麟のゾーンの鉱物の葱つが完

讐二に鷺粟瀧騰されるΦ魚舳t至鰍とdi眠縦t礁を区別するには，明らかな纂馨があるpすなわ

ち，繧蟹照1（騰による㈹灘童t／9の嚇、ぎには，釜つのゾー一ンの中で，、翻擁賊の変化があるが，呈驚

創tr麟繊の糞．薦、碧こは，そ騨）ような｝とはない轟

　以蕃篤は，灘磁繍（）燃謙至c三f織》1註黛翰鵜轍〕tは愛　1交ぞ黛さ才む惹．駿彗勿が1徐々に誘綻1かし襲1獲｛旗する1乃の鉱辱勿

が徐々にふえる，というよ箏にして進行する～ご 疹えら才／，ていたゆしたがって，罵鐸罵総鷺¢蹴の

ア澱ントがシャー一プな薬合は，s（戴醸灘が治わり，芝代作，灘の条伴がちがった，，1，、拠とされてい

たΦすなわち！つのs醸隆t隻〔膿の瀦漁，顔戯㍑の，セ灘驚．／ノ1磯隷い）響え嘱はなくて，・瓢贈

1灘黛のいろいろの部分鱒よウてひきお・、慧される，互いに璽な離合った過翠，薮とい葵わけザ．ある。

そのs〔蹴1庸糠中｝ξは，それがマグマ溜りをはなれる瞬問に，ご．とな㎡》た性質の潔三分が生じた

と考えている疑）で，この．影な交代善凋の3鐘曜には，難くの鎌瀬鷺，多翻）轟朧があ・払・

うことになるのである．

　倉⇔艶斑撫lo纐寵童｛漁鑑は，性質窪）ちがった部1（脚r働翌窯）がたくさんあ憩，越勝説

は，　輪薩で謙｝理的に亙1勲．、、いので，いまで馨命脈をたもっている貸また，ふくざつ，，ミ斡満麟，／の

現襲の説鯛に，各場議轍よ参，“スカルン轍をおこす持，　‘蛋グライゼン化をおこす賢，　“珪化｛乍

用をお＿す蹄，毒‘硫化物の”，藤緑泥蘇化を孤ン黍『旧》黒一一といった峯！擁1鞍．〉s（）振、轍騰を概起ていメ

が，これ／はきわめて。癖、純な考え方である鶯この、よ塑、き、態、度は不充7な翻一）磐。逮、ゐということ

韓コ1妻辱かである9すな2っち，特礎頸な‘㌧ス』ヵノレン・化しゑ滋二すけ蹴｝墨凱量Q鷺と㌧・う，柔うなも4異よ孝縁総

せず観，任意の火成源鎖灘醸隻織が，瑚麹壌、灘憾つた／麟津・にミのと，1惣匙う伴｝だは斜．ス

ヵルン化をおこす鱒s（）三蹴沁慧になるというこ，とが明らかにさ叡』ぐいる鷺

　後火解麟驚おいて，現蘇，難難臓　　　・，｝聾に、1；れば，冷却し，裁　1叫るマグマから，

呂（）／疑感購　が分更1・Lるときの　　ぐ貸駕t沁雛琶篶　臆　が、猷瞭をもりてレ・る畿　絶・れは鐸華代とと擁暴こ灘乳∫戎1がか

わるものである黛茎X、｝＄抄瓢纒　　　t駕淑）／雛！髪構美　をみちご、ドく護舞，造的、雛れ蓑が，　おじ・ノこり1，鱗いたりする

こときこ、よ導，　謎翫¢辱愚牽、峯纂ゆ訂i率壌響し驚　マ・メ纂・端罫ノ瀬璽分（η旗議報義霞偲、激雄縫罪旗∫i勺／こ、 ヒ鍔」す磯〉｝ら／こ旗る韓

かくて，　そヨ熱よ，w撮1憩磁と拠応して，乏顧（翫蕪（職践、1（黒が，鷺んだん申性化す蒸）、妊うな，

・瓢瀬臓の進化があると．愛えてい⇔。

　脈動説は，欝．Nlggli豊A．N．Z霞vξ雛索灘1磁，V．A，滅無／総vなどによつて停べll二きれ』、い鐙ように壁

輝発成分を“む鞠麟　診職．妻1，離ノ1紛物理／l響幅瓢，盤に1．』嬢麟。こコ、，に。身』ξ．ば，珪酸塩

贈／段鴎詐／翫）1嚇よ，撚献中／麟，まれてい馨輝発滅の、倉韻繍滅／磁ll繍磁が生ビるは

ずである軽残念ながら，この灘／臆せ熱・範i捌ユ、か1翻！賛きない覚び，灘．／，艶蠣聴、籔駐酵

るとレ・う＿とを，　レ・ままで誰も溢．、隷しなかった。　これ、は　〔1鷲賛r磁蓋t娠亙蕪1！痴（》t　であっ窯嘔，　窯マグ

マ溜りに三蹴、g照無するこ～二はで1きない、，というのは，一プマや珪駿＝三こ物1よ，、、、癒　度が小

さいのできそθ、麟　11作用の時に賦！こ簿著し、い混嘆勾聡がll』1、るはずである瀞翼瞭欝後火成準灘は，

マζブマグ，）マ．スの蕎犠鷺癬1導ゑ葦，すでに糸露麟！護／，｝奪去1夏．、たこニメ妥癖まるの卿　楚）るQ　した7黄って，漕茎レギ掌

グマ溜りで分れ，た，蒼．，ざ灘の昇　　物は，結贔しつつある一ゲマをξ：．おって、、ヒ猟してゆく弓もに，

だんだん1’瀟麿が下が駄鵜｛経か1鱒．劇での，すべての藤巡墜盤ヌ礁ク1二壷離〉があ恐こと

になる。かくて，あらゆる鷺麟騰のニスベクトル漁薫）の灘　曇おご．雛，費ξ顧、隻（）服tl鰍はおこらな

隔あらゆ藩歴，地馨聡露識癖・認《轍撫繍につ㌧黄，アィディアか瞬鱒曇嚥
べきでなく，　餐された関係の解／サ計に秘礎をおくべきで　る韓

　後火成作湾1に』おヤゾ・、．裏祭され，　野くの濯嚢躰ま，糠　難灘で充分瀬1足で、きる1ゑど説明される言壌ナ

ではカレ　とくに，婁，影蒼…すげ灘　 1をアル燦リ化ず鳥ことと，ぞ鶴アルカリ化　搬プ隷　1韓）割れ，

　滋、．三）ま、、，塑題ま，意味不1灘ゆ

47一ω1、§）



　　　　　　　　　　　　　　　　　、瞳．質，、需翻所爆檬（で．喜！擁爆　黛臼21チ）

即撒そ麟　顕ll　窟二ず！．三が、舗満撚、紅rゲ敬噂，コ』は謝臨麟戴・g、＿．、！、，女，後

、火成洋駒）躍緯1糠1糎）｛聾野1三成分め，乙”払　 報一、、い阪、、麺をだ◎／，慧礎となづご屈噸）。

酬重賊分の1疑し・瀕　舞．摩事紛劇ノ鍔　づいてし虐、〉1葱）飯（糠／γ糠嵐9雛緬鼠繍繍は，

縞勲。バ匠〉あ“ヴ解戯歳翻．ド・噌 ゆぐとき，　薯紛量、帝、！ごむ。跨，試紛野歎礁1、蒲ン）づくさ

の，1相　報』惣鴫、、一ぎ，1，芝相）妻｛まi、度，猫、翼と，・（）／磁《）璽超、鯉瞳が。 麟τ 、矯、，躍癒麺

の搬波　紺鷺婬1）のは，一召1－・　1甲ノノ1｝励、瞬、罷畷　聴こ階◎遺1難3．薦賊

頒二△麟翫ξ癖慰ぜ◎こ』シ騒鋸〉暁　（水）・／！蝋㌧鞍了や（緯
だ細7．1 1、餐ゴ㌧淑．．譲誘　　蝕．蝋i（》誰ゾ1噸d（／i（織t賦1鵬戴鞭αの拶覆。之，iノ．N．柄廊麟嬬．

A鳳豊1撚苗，V．ど、．．菰｝蹴l／　の研『　！ンρゴ○養、ている。

　　　の、1のな熱驚蓼1浮雪愛』ぐシ鋒，．、捧醸囎聯麟S（悲ll糠）隷』では3酸掬鶏抑心，簿

す娠織が生じ猷、ぜ、惣ゐ，）静、・・、、ζ響二，s戯蜘謄巧）灘・1ノが、！蘇シ　図どン　ll，」㌦叩（ブ懲三

綻がだんノ、蟻、・、1、1加、ノ，、f、、1鱗彗傭　 、ノノレ甥・紹 ．、，．　／鴨麟・騨る幕酸性成分び．）1》が通慰

てし．践　，鹸／脇う講．、蹴，、，酸掬輪ζだん燃』ドが麟！窃護コ、驚〉（｝かくで，sぐ戴誌．撒は

、「「墾たゾこび　　　　鑑菊を空　　し〆，　1　一　ゴ誤、　　孔せ謹）、、！貯ノ、こな、芳）Ω　　　　　　1　　なi　l一するとき1．発　llζ1，1’　）アノレ

、が贋1は榔、・ヴミコ）肩・にひろ，孔），讃渡が下／う、、），㌧ぎは，額黙翼隔鴛　）1瞭をお、二

す｛）

　　酸晦聡敦の、．、、から鱒二，／　ノ納捗， ．擦噺．向づご，警レが、／、，1．1疑乏憾に沈7う卓．、．く』顛）

よき）な輯　榊怜をζぐ臨9が」）撚、・うこ、招ゴ貢、ふ）ひこ才乳、／・ま》慧、気／l嚇征、警（1，慧職》輝1

撫めを、じ、．）てゆく逢1醸、一灘鱒1．醗S《鹸繊霧1漁が，！郵瀧！、蟻嚇1さえも珪賑電

醗、ア鱒暁麟！ρ塘）ボひる凝を，よく1酬数妬、ll　疑き窺蹴
　　熱ぱく認『魅紅．きない、，1醗減分波¢）、i、1、、、ζ，鮫艶、た竿1，噛、疑　磨鷺，の変贈培い，r瞬、鱒壽

織蜘1』と淋・水～づ）結舘4」㌧．解恥劇＼，、鯛3、厄、三鱗，ユ酸性成分麟llξ、麦，塾難ii継蝋・かll）

糠薮｝蜘照搬ζ翫　縁こと瀞謎き，衝継、捻級ジてi．瞬 げ麟蕩，　鋒旗熱水難鱗’ひ

ぎお～一憾呼ゆ蹴t難顔摂蝋鰹鍔1バ，二ん1　嫡ノ・い努灘で嬉1，そ釧磁敦．び　轡な難（痴翻〕

はえられ、なヤ　ゾ許。

　　酸胸戎分波轄i鵜こ，はなはだ麟継証鋤なもので，　くの脚遜が、あり，多く甥瀞観．：叢げ

れ，ば加癒い。たとえば，礁、　1、1，｝i綻しゴぐ，暴労　海城分の，辮対的撫　難坐，1εノ銀〆

なければな1三｝欺い。ξ穎翫一無／醸獄f≦際や錬蝋1磁蕪饒　の簿、、、ノ」≦的研驚舅繋ξつた！賜憎

でラ）、艀，き樫継　1ゐ鞘

　　これi舞1、＿，この呼は蕪翻誠ゲ）葺、賦翼）．1ゴ、泌、録弾奪　ぐ、たと，製、妻，醐　　▽）

灘建過！二甲バ1おこる離．減分の墨烹瀬麟！翼購／麟藏一識廊（1脇繊蓬漁tlミ。）頂1，，．鷺、塗

」，硝 、＞／　／の1おへび）誌、細　の濃終碧弓壕力、華自、）こ1わノは，　搬い　無絶ご讃鷺縄ζr幾欝熱　　　を薄貧’馬・レベノレ

で
，

li　｝た緊）のといえ）。くわ！㎜．、閣、・繍・7）も、＝ゴ・、，1マ・ろ！、Aろのダイ　）．齢油1麗おl

i隆y（無油美繊毛逸／綴無・鍵翻）室蓬）役割を、、…・伽計）レが｛、裟・　縫〉。

　　1帽麟．、鷺デ、 ，黛ない伽’）1、、、，『舞で，蒸繍，一撚9礁癖｛謹t菱麟の凝鞭麦態齢な流れ、溺、1．意ると

い覧ごとは，闇題にならな㌧・嘆　！）1励貯　職　蒙遍ll醤）アノノレが輝樋濯、1閃．歎外ヂ7目驚

　　麟ゴ》、斌む）では，　炉、メ議騨繕！のさ、、因ミニ，翻戴躍〉測1，1．i雀．鎗寵、1．驚が，1漏ノれ、い

塚＼ノー一で，醗　撚　譲一では》、鋒／建謹　　 ／
、
〉かでない／副、，慮ノ、一，そ．、。肺な！、1、1、、，摂
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